
知市）

写真「母の肖像」

森本 忠純（高知市）

 

こ
の
春
、成
人
を
迎
え
た
私
。就

職
も
決
ま
り
社
会
人
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

少
し
前
を
振
り
返
り
な
が
ら
自
分

の
「
こ
れ
か
ら
」
を

見
つ
め
て
み
た
。

　

真
っ
先
に
思
い

出
さ
れ
る
の
は
、
部

活
一
色
だ
っ
た
高

校
生
活
。
中
学
校
か

ら
始
め
た
吹
奏
楽
部
に
、
高
校
入

学
と
と
も
に
当
た
り
前
の
よ
う
に

入
部
。
中
学
校
と
同
じ
感
覚
だ
っ

た
。

　

し
か
し
、
入
部
し
て
思
っ
た
こ

と
は「
な
ん
だ
!
こ
れ
は
!!
」中
学

校
と
は
比
べ
よ
う
の
な
い
ほ
ど
の

練
習
量
と
内
容
に
早
く
も
挫
け
そ

う
に
な
っ
た
。
夏
休
み
も
冬
休
み

も
春
休
み
も
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
学
校
へ
行
き
、
朝
か
ら
晩

ま
で
練
習
。
ど
の
部
活
よ
り

も
き
つ
い
と
思
っ
た
。

　

先
生
や
先
輩
か
ら
の
厳
し
い
言

葉
、
熱
い
思
い
が
私
に
は
重
荷
に

な
っ
た
。
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も

先
輩
に
追
い
つ
く
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
先
生
に
褒
め
て
も
ら
え
る

こ
と
な
ん
て
め
っ
た
に
な
い
。
努

力
が
実
を
結
ば
な
い
こ
と
に
悔
し

さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
思
い
ば
か
り
だ
っ
た
部

活
が
、
心
か
ら
楽
し
い
と
感
じ
た

の
は
２
年
生
の
夏
を
過
ぎ
た
こ
ろ
。

自
分
た
ち
が
部
員
を
引
っ
張
っ
て

い
く
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
今
ま

で
の
先
輩
方
の
熱
い
思
い
の
理
由

が
分
か
っ
た
。
私
の
人
生
で
最
後

か
も
し
れ
な
い
「
部
活
動
」
。
頑
張

ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
自

分
が
や
ら
な
い
か
ん
!
」
と
い
う

使
命
感
や
「
後
輩
に
負
け
た
く
な

い
!
」と
い
う
意
地
。そ
れ
ら
も
頑

張
る
力
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

最
後
ま
で
や
り
切
っ
た
と

き
、「
続
け
て
ほ
ん
と
に
良
か

っ
た
」と
心
か
ら
思
っ
た
。

　

自
分
た
ち
だ
け
で
は
で
き
る
こ

と
も
限
ら
れ
る
が
、
協
力
し
て
く

だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
、
と
も
に
活
動

し
て
い
く
多
く
の
仲
間
た
ち
に
出

会
え
た
こ
と
で
人
と
し
て
も
成
長

で
き
た
と
思
う
。

　

部
活
を
通
し
て
学
ん
だ
、「
目
標

に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
頑
張
る

気
持
ち
と
努
力
」
は
今
後
の
人
生

で
も
大
き
く
役
立
つ
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
環
境

と
生
活
に
、
不
安
も
あ
る
け
れ
ど

「
ひ
た
む
き
に
」頑
張
ろ
う
と
思
う
。

　　
　
　

（
野
市
町
・
が
ん
ば
る
若
僧
）

みてみて！うちの子

※
市
内
在
住
者
に
依
頼
し
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

『　　　　　　』コーナーでは２歳の誕生日までのお子さんの

応募をお待ちしています。■総務課秘書広報係    56-0511

陶芸「志野茶碗」

橋詰 明儀（南国市）

扉」

宮岡 晃子（高知市）

書道「送人之京」

竹森 勇喜（野市町）

▼《
写
真
の
部
》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕武
田
啓
愈

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕恒
石　

丹

【
入
選
】

　

〔
香
我
美
町
〕河
野
彰
子

　

〔
野
市
町
〕牛
腸
典
代
・
太
田
和
子
・
大
庭
延
美
・
小
笠
原
栄
八

　
　
　
　
　

川
村
邦
夫
・
小
松
昭
夫
・
坂
本
守
正
・
武
内　

巌

　
　
　
　
　

半
田
中
將
・
野
嶋　

積
・
山
西
典
夫
・
横
田
啓
輔

　
　
　
　
　

吉
川
健
一

　

〔
夜
須
町
〕浦
田
義
一

▼《
書
道
の
部
》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
特
選
】〔
野
市
町
〕竹
森
勇
喜

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕矢
島
享
子

【
奨
励
】

　

〔
野
市
町
〕田
内　

健

【
入
選
】

　

〔
野
市
町
〕池
上
美
恵
・
岩
井
純
子
・
大
谷
素
美
子
・
大
谷
貴
恵

　
　
　
　
　

刈
谷
祐
子
・
刈
谷
美
代
子
・
島
内　

瑞
・
高
栁
志
保

　
　
　
　
　

常
光
美
和
子
・
寺
村
真
智
子
・
戸
梶
順
子
・
中
島
乃
舞

　
　
　
　
　

町
田　

操
・
溝
渕
文
子
・
溝
渕
紀
夫
・
村
井
聡
子

　
　
　
　
　

畠
中
延
子
・
藤
村
順
子
・
山
﨑　

啓
・
和
田
瑛
子

　

〔
夜
須
町
〕佐
々
木
和
子
・
城
武
美
穂
・
中
村
雅
子

▼《
絵
画（
洋
画
の
部
）》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕田
村　

崇

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕岡
林
泰
子
・
和
田
千
草

　

    

〔
夜
須
町
〕溝
渕
裕
泉

【
入
選
】 

　

〔
香
我
美
町
〕小
藤　

武
・
岡
本
康
子

　

〔
野
市
町
〕太
田
和
雄
・
島
村
立
法
・
中
谷
政
勝

　

〔
夜
須
町
〕清
藤
禮
次
郎
・
坂
井
る
み

　

〔
吉
川
町
〕北
岡
靜
子　

▼《
絵
画（
日
本
画
の
部
）》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕常
石
峰
子

【
奨
励
】〔
吉
川
町
〕中
澤
和
恵

【
入
選
】

　

〔
野
市
町
〕田
村
健
一
・
弘
田
純
一
・
吉
岡
澄
子

▼《
陶
芸
の
部
》・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕吉
良　

博〔
吉
川
町
〕中
澤
都
志
子

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕形
見
浤
三
・
山
﨑
正
博

【
入
選
】

　

〔
香
我
美
町
〕池
上
直
美
・
髙
橋
恵
子
・
田
内
美
代
子

　
　
　
　
　
　

所
谷
由
利
江
・
中
屋
高
子

　

〔
野
市
町
〕池
添　

要
・
田
内
晶
子

■審査員

英　伸三（写真）

大野祥雲（書道）

森本忠彦（洋画）

土居恒夫（日本画）

川村泰英（陶芸）

洋　画

出品作品数部　門

332点写　真

48点書　道

39点

21点日本画

36点陶　芸

入
賞
者 

-

香
南
市
の
み
掲
載（
敬
称
略
）-

香南市
美術展覧会

第３回

▼
写
真
の
部
…
１
月
17
日
〜
25
日

▼
書
道
・
絵
画
・
陶
芸
の
部
…
２
月
21
日
〜
３
月
１
日

■
香
我
美
・
野
市
図
書
館
で
開
催

　

各
部
門
と
も
大
作
・
力
作
が
そ
ろ
い
、
見
ご
た
え
の
あ

る
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
期
中
、写
真
の
部
は
720
人
、書
道
・
絵
画
の
部
は
716
人
、

陶
芸
の
部
は
275
人
の
観
客
が
市
内
外
か
ら
来
場
し
ま
し

た
。今
年
２
回
目
と
な
っ
た
陶
芸
の
部
で
は
若
い
世
代
か

ら
の
出
品
や
小
作
品
の
出
品
が
増
え
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。か
わ
い
い
小
作
品
に
会

場
か
ら
は「
心
が
な
ご
む
ね
」と
の
声
。今
年
も
好
評
の
う

ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

特選作品
く
じ

春
が
来
た
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